
 

前回定例会以降の動き 

平成30年１月10日 

新潟県防災局原子力安全対策課 

 

１ 安全協定に基づく状況確認 

◍ 12月11日、柏崎市、刈羽村とともに、発電所の月例の状況確認を実施しました。 

 〔主な確認内容〕 

・11月22日、東京電力から報告を受けた防火区画の防火処理未実施60箇所のうち、１ 

号機から４号機側の建物の36箇所について、現場の状況を確認しました。 

 

２ 新潟県原子力発電所事故による健康と生活への影響に関する検証委員会の第２回生活 

分科会について 

  12月23日、｢新潟県原子力発電所事故による健康と生活への影響に関する検証委員会｣ 

の第２回生活分科会を開催し、避難生活に関する総合的調査の中間報告について意見を

いただきました。 

 

３ 新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会について 

  12月25日、平成29年度第２回新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会を開 

催しました。 

東京電力HDから福島第一原子力発電所事故の未解明問題に関する検討状況について説

明を受け、委員会で議論しました。 

また、委員から課題別ディスカッション「地震動による重要機器の影響」について時

点報告をしていただくとともに、事務局からフィルタベント設備の検討状況について報

告を行い、その内容について確認いただきました。 

その他、東京電力HDから柏崎刈羽原子力発電所における防火区画の防火処理未実施等

について報告を受けました。 

 

４ 東京電力ＨＤ・新潟県合同検証委員会について 

  12 月 26 日、第３回東京電力 HD・新潟県合同検証委員会を開催し、これまでの調査結

果を示すとともに、それを踏まえた検証結果報告書の作成方法等について議論しました。 

 

５ 米山知事と東京電力 HD との面会について 

 ・12 月 27 日、東京電力 HD 橘田新潟本社代表と面会し、柏崎刈羽原子力発電所６、７号 

炉の設置変更許可申請の許可について報告を受けました。 

 ・1 月９日、東京電力 HD 小早川社長と面会し、新年の挨拶及び設置変更許可の報告を受 

けました。 

 ・いずれにおいても、米山知事は３つの検証がなされないかぎり再稼働の議論は始めら

れないとする県の立場を改めて伝えました。 

新 潟 県



６ 米山知事と資源エネルギー庁長官との面会について 

  １月 10 日、米山知事は日下部資源エネルギー庁長官と面会し、柏崎刈羽原子力発電所

６号炉及び７号炉の再稼働に向けた政府の方針の説明を受けました。 

  これに対し、米山知事は国の政府の方針には影響されずに、県として県民の安全を最

優先に３つの検証を進めて行くことを伝えるとともに、情報提供など検証への協力等を

要請しました。 

  また、避難計画の策定にあたり、国でなければ解決できない課題等についての協力を

要請しました。 

 

７ その他 

12月11日： 報道発表［｢新潟県原子力発電所事故による健康と生活への影響に関する検証

委員会｣の第２回生活分科会を開催します。］ 

12月13日： 報道発表［伊方原発運転差止め仮処分決定についての知事コメント］ 

12月18日： 報道発表［新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会を開催します。］ 

12月18日： 報道発表［第３回東京電力ＨＤ・新潟県合同検証委員会を開催します］ 

12月27日： 報道発表［柏崎刈羽原子力発電所の設置変更許可についての知事コメント］ 

１月５日： 報道発表［｢第２回新潟県原子力災害時の避難方法に関する検証委員会｣を開催

します。］ 
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平成２９年１２月１１日 
県民生活・環境部 震災復興支援課 

 
  

 

 

「新潟県原子力発電所事故による健康と生活への影響に関する検証委員会」の 

第２回生活分科会を、下記により開催します。 

 

記 

１ 開催日時 

平成29年12月23日(土･祝) 14:00～16:00頃まで 

 

２ 会場 

新潟ユニゾンプラザ ４階「大研修室」（住所：新潟市中央区上所2丁目2番2号） 

 

３ 議題（予定） 

  避難生活に関する総合的調査の中間報告について 

 

４ 会議の公開 

会議は公開とし、一般傍聴者は当日の13時30分から先着順で受付を行います。

定員は30名です。 

※ 駐車場に限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。 

 

５ 取材の受付 

取材を希望する方は、所属する報道機関の腕章を持参し、会議開始前に会場の

受付で所属名、氏名等を記入してから入場してください。取材の受付は、当日の

13時30分からです。また、カメラ等での撮影は、係員の指示に従ってください。  

 
 

  
「新潟県原子力発電所事故による健康と生活への影響に関する 

検証委員会」の第２回生活分科会を開催します。 

＜本件についてのお問い合わせ先＞ 

震災復興支援課 遠藤 

（直通）025-280-5218 （内線）2374 
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平成29年12月13日

防 災 局

伊方原発運転差止め仮処分決定についての知事コメント

本日、広島高等裁判所が伊方原発３号機運転差止めの仮処分

の申立てを認めました。

この度の決定の具体的内容については、責任を持って情報を

収集し分析する立場にはありませんので、新潟県知事としての

コメントは控えさせていただきます。

なお、県といたしましては、福島第一原発事故の原因の徹底

的な検証、原発事故が私たちの健康と生活に及ぼす影響の徹底

的な検証、そして万一原発事故が起こった場合の安全な避難方

法の徹底的な検証の三つの検証を進めてまいります。

本件についてのお問い合わせ先

原子力安全対策課長 須貝

（直通）025-282-1690 (内線) 6450
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平成 2 9 年 1 2 月 1 8 日

防災局原子力安全対策課

新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会を開催します。

新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会（平成29年度第２回）を

下記のとおり開催します。

記

１ 開 催 日 時

平成29年12月25日(月) 午後１時00分から午後４時00分まで

２ 場 所

新潟市中央区新光町４番地１ 新潟県庁西回廊講堂

３ 議 題

(1) 福島第一原子力発電所の事故原因の検証について

ア.「福島第一原子力発電所1～3号機の炉心･格納容器の状態の推定と未解明

問題に対する検討」のレビュー

イ.課題別ディスカッション「地震動による重要機器の影響」時点報告

(2) フィルタベント設備の検証について

４ 報 告

(1) 柏崎刈羽原子力発電所に係る事項について

５ 会議の公開

会議は公開で行い、一般の傍聴者の定員は50名（先着順）です。

また、会場には、別途、記者席を設けます。

６ 取材の受付

会議の取材を希望する方は、所属する報道機関の発行する腕章がある場合

はそれを持参し、会議開始前に会場の受付で所属名、職名及び氏名を記入し

てから入場してください。所属する報道機関の発行する腕章がない場合は、

受付で報道関係者腕章の交付が受けられます。

なお、取材の受け付けは、当日の12時30分からです。また、カメラ等での

撮影は、係員の指示に従ってください。

 

本件についてのお問い合わせ先

原子力安全対策課 課長 須貝

(直通) 025-282-1690 (内線) 6450
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平 成 29年 12月 18日 

防災局原子力安全対策課 

 

第３回東京電力ＨＤ・新潟県合同検証委員会を開催します 

 
 第３回東京電力ＨＤ・新潟県合同検証委員会を下記のとおり開催します。 

 

記 

 

１ 日 時 

平成29年12月26日(火) 午前10時から午前12時まで 

 

２ 場 所 

興和ビル10階 第５会議室（新潟市中央区新光町６番地１） 

 

３ 議題 

(1) これまでの調査結果について 

(2) 検証結果報告書の作成について 

 

４ 会議の公開 

会議は公開で行い、一般の傍聴者の定員は50名（先着順）です。 

また、会場には、別途、記者席を設けます。 

 

５ 取材の受付 

取材の受け付けは、当日の午前９時30分からです。会議の取材を希望する方は、所

属する報道機関の発行する腕章がある場合はそれを持参し、会議開始前に会場の受付

で所属及び氏名を記入してから入場してください。所属する報道機関の発行する腕章

がない場合は、受付で報道関係者腕章の交付が受けられます。 

また、会議終了後、ぶら下がり取材を受け付けます。カメラ等での撮影は、係員の

指示に従ってください。 

 

 

 

 
本件についてのお問い合わせ先 

原子力安全対策課長 須貝 

 (直通)025-282-1690 (内線)6450 
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平成29年12月27日

防 災 局

柏崎刈羽原子力発電所の設置変更許可についての知事コメント

本日、原子力規制委員会が柏崎刈羽原子力発電所６、７号機

の設置変更について許可しました。

原子力規制委員会の判断であり、現時点では、その判断につ

いて県として異を差し挟む立場にないものと認識しております

が、柏崎刈羽原子力発電所の安全性を確保するため、まずは、

今回の適合性審査の内容について説明を求めるとともに、今後

審査結果について検証してまいりたいと考えております。

なお、福島第一原発事故の原因の徹底的な検証、原発事故が

私たちの健康と生活に及ぼす影響の徹底的な検証、そして万一

原発事故が起こった場合の安全な避難方法の徹底的な検証の３

つの検証がなされない限り、再稼働の議論は始められないと考

えており、３つの検証を進めてまいります。

本件についてのお問い合わせ先

原子力安全対策課長 須貝

（直通）025-282-1690 (内線) 6450
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平成 30 年 1 月５日 

防災局原子力安全対策課 

 

「第２回新潟県原子力災害時の避難方法に関する検証委員会」を開催します 

 
 第２回「新潟県原子力災害時の避難方法に関する検証委員会」を下記のとおり開催し

ます。 

 

記 

 

１ 日 時 

平成30年１月12日(金) 午後１時30分から午後４時30分頃まで 

 

２ 場 所 

新潟県自治会館本館１階 講堂（新潟市中央区新光町４番地１） 

 

３ 議題 

  避難に係る課題等について 

 

４ 会議の公開 

会議は公開で行い、一般の傍聴者の定員は50名（先着順）です。 

また、会場には、別途、記者席を設けます。 

 

５ 取材の受付 

取材の受け付けは、当日の午後1時10分からです。会議の取材を希望する方は、所

属する報道機関の発行する腕章がある場合はそれを持参し、会議開始前に会場の受付

で所属及び氏名を記入してから入場してください。所属する報道機関の発行する腕章

がない場合は、受付で報道関係者腕章の交付が受けられます。 

また、会議終了後、ぶら下がり取材を受け付けます。カメラ等での撮影は、係員の

指示に従ってください。 

 

 
本件についてのお問い合わせ先 

原子力安全対策課長 須貝 

 (直通)025-282-1690 (内線)6450 


